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Ⅰ 河 川 の 現 状 と 課 題

 

【1】災害に対して脆弱な国土 

わが国においては、国土面積の約1割にすぎない洪水氾
濫区域に、約5割の人口、約4分の3の資産が集中。ひと
たび洪水が発生すれば、被害は深刻なものとなります。 
 

　市街地より高いところを流れる日本の河川 

　急勾配で豪雨時には一気に洪水となって流下する日本の河川 
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【日本の国土利用状況】 

●東京と江戸川・荒川・隅田川 
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●ロンドンとテムズ川 
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【各国と日本の河川縦断勾配の比較】 【洪水の継続時間と単位流域面積当たりの洪水流量】 
（ｍ3／sec／km2)
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筑後川（1,440km2） 
1953年洪水（長谷） 

利根川（6,018km2） 
1947年洪水（川俣） 

テネシー川（55,400km2） 
1946年洪水（チャタヌガ） 

コロンビア川（21,750km2） 
1861年洪水（オレゴン州ウィルソンビル） 

　我が国の人口の約50％、資産の約75％は洪水氾濫区域（国土面積の10％）に集中 

出典：国土交通省　河川局 

出典：国土交通省　河川局 

出典：国土交通省　河川局 出典：高橋 祐「河川工学」（東京大学出版会1990） 

※氾濫区域とは 
洪水時の河川の水位（計画高水位）より地盤の高
さが低い沿川の地域等、河川からの洪水氾濫に
よって浸水する可能性が潜在的にある区域。 
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　ゼロメートル地帯には、全国で540万人（うち三大湾で404万人）が居住 

　過去10年間に約98％以上の市町村で水害・土砂災害が発生 

大阪湾 
（芦屋市～大阪市） 
居住人口　138万人 

 

伊勢湾 
（川越町～東海市） 
居住人口　90万人 

 

東京湾 
（横浜市～千葉市） 
居住人口　176万人 

 

※人口は朔望平均満潮位以下の数値 

 出典：国土交通省　河川局 

出典：国土交通省　河川局 

■：T.P.±0m以下 
■：朔望平均満潮位以下 
■：計画高潮位(HHWL)以下 

【平成7年～平成16年 水害・土砂災害の発生状況】 

水害・土砂災害が10回以上の市町村 ：1815 市区町村 
  61.5％ 
水害・土砂災害が5～9回の市町村 ：701 市区町村 
  23.8％ 
水害・土砂災害が1～4回の市町村 ：388 市区町村 
  13.2％ 
水害・土砂災害が0回の市町村 ：46 市区町村 
  1.6％ 
（平成16年末　全市区町村数） ：2950 市区町村 
  100％ 

（出典：水害統計） 

災害に対して脆弱な国土 

全国合計　539万人（うち三大湾　404万人） 
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